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村松
　
今日はお越しいただきましてありがとうございま
す。P
ROBEが今年度の発行で一〇号目になると
いうことを記念して、 「P
ROBEを振り返る」とい
うテーマで座談会を企画しています。まず、簡単に自己紹介からお願いします。今日、司会といいますか、進行を担当しますのは、現在P
ROBEの編集責任
者で、北翔大学芸術学科の村松です。
大林
　
ご無沙汰しております。大林です。二〇〇七年の
創刊の頃から五号までは編集責任者でした 現在は明治大学文学部に勤めております。よろしくお願 します。
平井
　
北翔大学短期大学部ライフデザイン学科所属の平
井です。P
ROBEに関わってからは三年目になり
ます。よろしくお願いします。
　
森
　　
森でございます。舞台芸術には最初から関わりま
したが、昨年から客員教授ということになっております。どうぞよろしくお願いいた
田
　　
平井先生と同じく短大部のライフデザイン学科に
所属している田光子です。P
ROBEは最初から関
わっています。よろしくお願いします。
村松
　
というメンバーで始めたいと思います。大林先
生、わざわざ東京から来ていただきありがとうございます。
田
　　
ありがとうございます。
【P
R
OB
E
誕生の経緯】
村松
　
二〇〇四年、当時の北海道浅 学園大学短期大学
部人間総合学科に「舞台芸術系」と う演劇を中心とするプログラムができ、その時から我々が集って授業を展開しているのですが、この舞台芸術研究グループは最初の二年 、なかったですよね。最初は田先生が入っていた…、
田
　　
「学校・地域連携研究」ですね（注：正式名称は、
北海道浅井学園大学北方圏学術情報センター「学校・
特　集
　《座談会》
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地域連携研究」プロジェクト） 。
村松
　
そうですね。そのプロジェクトに間借りしていま
した。ちょうど舞台芸術系が発足した時には、ポルトの研究プロジェクトの募集が終わってい ので、そこに参加させていただいて、教育研究活動をしていったわけです。二年後、第一期生の卒業を終えて、三期生が入学する二〇〇六年度に、舞台芸術研究プロジェクト（注：大学は二〇〇五年 浅井学園大学に名称変更。ポルト 究グループは当時「研究プロジェクト」と言っていた）が発足しました。発足からまる一〇年になります。その二〇 六年度に、大林先生の方から「ちょっと小冊子を作りたい」という申し出があり、 「作ろう、作ろう」ということになって、こP
ROBEが始まった経緯があります。最初に、な
ぜ作る気になったのか いうその辺の話を、大林先生からお聞きしたいなと思います。
大林
　
はい、ちょっと思い出しながらになりますが、
二〇〇六年の四月から『地域の劇場を拠点に展開する舞台芸術の実践と教育 関する研究』 い 枠組みでポルトを拠点に、舞台芸術の実践を活用した教育を本学的に研究するグループとしてやるこ になりました。 私がその冊子を立ち上げようと思ったきっかけは、一つは、やっぱり舞台芸術系ができて私が就任した時に、演劇を研究ベースでやっているのは私が一人だたということもありますね。
村松
　
そうだったね。 （笑い）
大林
　
そういう立場で何か期待されているのではないか
と、多少はプレッシャーも感じておりまして、当初からなんとなく何かお返しできることがあればと考えていました。それから、まあ、もうひとつの大きなきっかけは、二〇〇五年の一一月に演劇学会の秋の研究集会を本学で開催したことでしょうか。 「地域 演劇学」というテーマで、 「学校・地域連携研究」プロジェクトの共催とさせていただいて、全国から学会の先生方に参加いただき、講演や研究発表が行われました。そして、プロジェクトの企画として札幌の演劇事情に関するシンポジウムもやっ その時、色々と面白い話を聞くことができましたし、 北海道内の演劇のことは、二年目の私にはまだまだ知らないこ も多くて それがこの学会をきっかけにいろいろと教えて ただいたことはとても良かったな 。
そして、まずはその記録を残したいという目的もあ
りました 、さらには、北海道内の演劇活動をもうしきちんとまとめて発信で たら良 かな、ということもすこ考えたわけです。ちょうどポルトの新な研究グループとして申請する時期にも当たったということで、色々とタイミ
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ングとして良かったというのはあると思います。
もちろん研究グループとして研究成果を求め
られるということも、再三周りの先生方から話を伺っておりまして、そのプレッシャーも りました。ほとんど違う分野の専門の先生ばかりの中ですので、演劇を学問 取り扱うことや、その成果に関して、あまり理解がされてないよ に感じまし それならば個別の論文や報告として出すよりも、冊子にしたほうが重層的に研究の方法や成果について理解さ のではないかなというようなこと 考えました。そもそも研究プロジェクトが、実践をベースに も だったので、関わってくれる現場の先生方も多かったですよね、舞台の裏方のスタッフの先生も多くて。
村松
　
そうだね。
大林
　
そういった方々の活動も何らかの形で紹介
したいというふうにも考えました。それで最初にやったのが、 「アンケー 企画」でした。あまり普段文章を書かないと言っている先生方にお願いすると、なかなか皆さん「 ん」とは言っ くれなかったのです 会うたびに「お願いします、お願いします。 」と言って書いてもらった記憶がありますね。
田
　　
うん。 （笑い）
大林
　
一号目の特集は、ほぼ演劇学会で行った内容
を記録として残させてい だい という経緯になりました。共催企画と うことで、学会側にも
地域の演劇学
≪シポジウム≫　小劇場からの発信～札幌の現状と展望
地域演劇、この二十年　ｰ小劇場の活動を中心にｰ
そこにしかない演劇
文化の継承と創造
≪座談会≫　一九六〇年代の札幌演劇を振り返る
烈々布（れつれっぷ）素人芝居と三人の男たち
文化に抗うｰ玉三郎、オ・テソク、劇団くるみ座
釧路の演劇
≪座談会≫　釧路演劇を語る
演劇をよぶひと、みるひと、つくるひと　ｰ道東都市釧路の隠れたネットワーク
小樽の演劇
≪座談会≫　小樽演劇を語る
札幌の演劇
≪座談会≫　札幌の演劇を語る(2)
函館の演劇
≪座談会≫　函館の演劇を語る
北海道立文学館　特別展
戦後北海道の演劇　11/2（金）～12/16（日）
海流座公演
米倉斉加年海流座公演の意義
　　　　「演劇ルーム　陽だまり　ゆきの会」の活動とともに
ブタゲ11周年
ブタゲ11周年を振り返る　Memories of Butage
ブタゲに思うこと
第3号
第2号
創刊号
第4号
第5号
第6号
第7号
第8号
第9号
号数 特集の内容
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ちろん許可は頂いて掲載したのですけど、その後、ある先生が「学会の記録としてシンポジウムも載せるべきだ」とおっしゃったとか。
田
　
そうだったんですか。
大林
　
そして内容を充実させるため、二〇〇七年から学
会誌の刊行が年一回から二回になったという、ちょっとした相乗効果もあったようです。
村松
　
へぇー。
大林
　
まずはこれぐらいにして…
村松
　
はい、ありがとうございます。さて、皆さんにお
配りしていますが、一覧表を作ってみました。それを見ながら、九号までを振り返ってみたいと思 て ます。そして最後の方で、今後のP
ROBEについて
展望してみたいと思っています。
【P
R
OB
E
を振り返る】
村松
　
森先生、 いきなり振り すが。今のお話を聞いて、
何かありますか。
　
森
　　
例えば僕の場合もこのP
ROBEがあるために、
一年間の活動の中で大事なところを振り返り報告することを通じて、北海道の演劇の現状だとか、あり方だとか、良い面、悪い面も特に見えてきたような気 します。主に公共劇場の活動だとか、僕の場合は学校教育・地域と演劇みたいなこと、演劇活動みたいなこにどうしても興味の中心が っているので、そこからその問題点などがすごく見えてきたような気がする。それから市民講座、つまりポルトを市民 ために開放
するということが一つの役目になっていて、その市民講座みたいなものを通じて、文化遺産というのか、先輩たちがやってきたことを改めてもう一回検証してみるということの大事さみたいなことを、ここのところすごく感じているという が実情ですね。
村松
　
そうですね。最初、 「冊子を作ろう」と言われて、
結構軽いノリでね。 「良 ねー」 う感じで始めたのですけど。最初の号 一四四ページ いう…
森
　　
お。
大林・田
　
うーん。
村松
　
結構膨大で、私の記憶では、ほとんど大林先生に
任せていましたね。内容も「こんな風にやりまし 」 、「いいね、いいね」という形で。
130#&　૑ץ߸
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森先生には巻頭言をずっと書いていただいていま
す。あと、第一号から九号まで続いているのは加藤さんの「劇評」です。最初に構成を検討したときに、 「劇評を書いている人がいる 、その人にも頼んでみるか」ということで実現しました。
私自身、 実際は最初から冊子に対する具体的な、 はっ
きりしたイメージが ったわけじゃなかった。創刊号ができてきた時に、そうそうたるメンバーというか、著名な方々にも書いて ただいていて。
やっぱりシンポジウムが大きかったですね。これに
よって、演劇学会の演劇を研究して る方々に、全国的に、 北海道の演劇 状況みたいな話ができたことが、ものすごく大きかったなあと思って ます。先ほどの森先生の感想と似ていますが、何かこういうようなことを通して、また一つの冊子としてまとまったものを読んで、やはりこういう記録、もしくは北海道の演劇の状況みたいな ものを発信していくということは、結構良いのかなと。森先生ともそう うお話しをしことがありました。
　
森
　　
うん、うん。
【生の声を拾う、記録に残す
　
～「座談会」を中心に～】
村松
　
ですから、ちょっと先取りして話をすると、どん
どん北海道にこだわる感じ 誌面構成 なっていったかな。二号から座談会 始まりますが、その時の感覚というのが、森先生ともよくお話ししていた「このままだと、かつての北海道の演劇状況を知る人がい
なってしまい、 その記憶はそのまま消えてしまうよね」という感覚でしたね。
森
　　
うん。
村松
　
生の声を拾いたいよね、と。拾って何とか、まあ
全部もちろん記録できるわけじゃないですけど、少しでも生の声を記録し いきたいと。そういう思いというのが特に二号あたりから てきましたね。最初はなんとなく大林先生の「やりた 」から始まって、出来たものを実際に見て「 、これ結構良 かも」と感覚。そして、そこに黙っていると消えてしまうようなことを少しでも拾って記録し そ を残し、一応全国に発信していこうという形になったのが、すごく良かったことかなと思っています。
大林
　
そうですね。今話を聞いていて思い出したのは、
やはり札幌だけじゃ くて北海道内の地区 地区に昔から演劇に拘ってやっている方々 るという話になって、それが世代交代も進むんじゃないか か いろいろな転換期 来ているんじゃないか ことで、毎回いろんな地方に座談会 開きに行かせ ただいたなと。
…函館（注：六号座談会）は一緒には行ってないで
すね。
田
　　
行っていないですね。
大林
　
五号までですからね。釧路、小樽のあたりはとて
も印象深くって、 特に釧路は思いの他、 その地域で育ているいろいろな文化みた なものが伝わ きて、大変面白かった記憶がありますね 座談会はその後、
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七号以降は実際できてないっていう状況でしょうか。
村松
　
はい。毎年、編集後記に「来年こそ座談会を」と
書いていますが…。札幌近郊に関し は、一九六〇年代から七〇年代ぐらいま はフォロー ているので、今度は駅裏八号倉庫の時代っていうのを、記録として残したいなという思いは二、 三年前からありますね。
森
　　
いやー、今年くら にやらないと。最近、北海道
の中で代替わりがすご んですよ 例えば僕、 今年度稚内に演劇教室で行っ るんです で、帰って稚内のことをちょっと調べてみると、稚内市にアマチュアの劇団が五つあったん すよ。
平井
　
えぇー、五つも。
森
　　
五つ。ところが、今はゼロです。
平井
　
えぇー、そうかあ。
森
　　
五つあった劇団の中心になっていた人たちがどう
なっているか分からないわけ すよ。 一旦そ なると、それを掘り起こすというのは、例えば座談会やろ と言っても、どこに誰がいるのか、どういう風にコンタクトを取って良いのか分からないという状況ね。そういうことが、結構地方で進
んでいると思うんです。本当にその人でないと分からないことが、もうこの時間で消えていく、というのが現状なの 、やはり座談会を札幌でいえば駅裏八号倉庫以降の、あの辺りのと ろを近々やらな とまずんじゃないですか。
村松
　
いやぁ、本当にそうで。もうあれから何だかんだ
言って三〇年近く経つ で。 っと経つかな？
大林
　
九〇年代くらいですか。八〇年代？
村松
　
八〇年代だね。
大林
　
じゃあ三五 とか。
　
村松
　
ですね。ちょっと話がずれる、いや、関係はして
いるんですけど、今回の金田一さ の原稿が劇団さっぽろの話だったんですよ。 その原稿を読むと、 劇団さっぽろの今の代表は西村さんという方ですが、その西村さんから年末に金田一さんのところに「今 劇団の資料捨てているから、写っている写真を欲しかったら取りに来て」という連絡があって それでびっくりして「ともかく全部資料くれ、捨てないでくれ」と言って資料を取りに行き、それをもとに今回、劇団さっぽろの八三年までのことを書 てきてくれた です。資料の方は結局、 鈴木喜三夫さん （注：元劇団さっぽろ代表）に連絡して、北海道文学館に置い らうことになたようですけれども。結局、札幌におい も重要な劇団の資料すら無くなっちゃうというか、本当に油断していると、 ぱっと無くなっちゃう 危険 。もちろん全てを記録するわけ はいかな けど、ただやはり少しでも なかなか「芝居の生」は記録として
ಛू　࠲ஊձ　130#& ΛৼΓฦΔ
残せないけれども、その活動の状況なり当時の雰囲気みたいなのはもっと残していかないと本当に消えちゃうなという気がしますね。
　
森
　　
本当にそれは急がなきゃなと思う。村松先生ご存
じなかったかもしれないで けど、劇団さっぽろが分裂したじゃ いですか。そ で、立ち上げてずっと関わってきた人たちは全部辞めちゃったんですよ。それから、何年か前から、分裂する前あたりから学校公演をいわゆるプロデューサーシステムっていうのかな、つまり作品の時にいろいろ集めてきてやる。だ 研究所もなくなる。役者が育 なく る 劇団の理念っていうか、理念までいかないまでも、そのポリシーみたいなもの どこかで全く別なものになっている。そうなると昔の資料は必要な とい こ に っちゃうんですよ。
実はそういうことが地方のアマチュア劇団でも起っ
ていると思うんですよ。その人が引 ちゃ ら劇団そのものも活動も何も無くなっちゃうという。
村松
　
そういう流れみたいなのがあって。…演劇の資
料って、あまり残っていな ですよね。例えば、鈴木喜三夫さん 仕事とか、その前は道銀の年報。
　
森
　　
年鑑。
　
村松
　
年鑑ですね。バブルが弾けて経済が悪くなってか
ら、かつてあったような演劇の 劇団名とこんな とやっているというような情報を集め 、そういう資料すら残 なくなってい 。鈴木喜三夫さ も今 どうなされているのか分からないですけど、二〇〇〇年ま
でですか、その資料で終わっている（注： 「北海道演劇１９４５―２０００」 、北海道新聞社、二〇〇四年） 。その後、何かそういうトータルにどういう活動があったのかを記録しているものが無くな きていますよね。
森
　　
無くなってきていますね。本当に。
村松
　
知らないだけで、あるのかもしれませんけれど。
少なくとも道銀だとか …教育委員会でも何か出していましたよね。演劇 年史みたいなものを。
森
　　
教文（注：札幌市教育文化会館）は年鑑を出して
いたんですよ。
それから北海道銀行がつくっていた道銀文化財団も
年鑑を出しました（注： 『北海道演劇名鑑』 、道銀文化財団、一九九六年）
※。北海道エリアで北海道文化財
団が小冊子 ているけど、それは演劇に特化してないですね（注：情報誌「北の びら」 、北海道文化財団） 。
※他に「北海道演劇史稿」 （北海道演劇史編集委員会編、北海道演
劇協議会、一九七三 ）や「北海道の舞台芸術活動の歩み江戸時代～平成１２年（２０００年） 」 （北海道文化財団編集 北海道文化財団、二〇〇一年）など。なお、インターネット上での劇団の公演情報については あくまでも村松の知っている範囲であるが、 「札幌江別近郊演劇情報（SaEk
i
n
） 」にて、松本直人氏が一九九九年から五年
ほど精力的にアップし た。その後「札幌 劇
n
a
v
i
」 （サ
イト管理者アトム氏）が二〇 四年三月から公演 をアップしていたが、二〇一一年後半頃から事実上停止、二〇一三年一二月に正式に停止を宣言。二〇一五年からは 劇団アトリエの小佐部明広氏が「札幌演 情報まとめ」というサイトを始めている。また札幌市の施設である「大通情報ステーション」の
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サイトによる情報も充実している。
村松
　
今、危機感を感じるのは、二〇年、三〇年ぐらい
前の演劇の記録みたいなものが残らないまま消えてしまうということですね。そういうこともあって、 釧路、小樽、 函館と座談会をやりました。でも、 まだ帯広やっていないですし、旭川も当然入ってくるし、それから北見、網走の道東の動きも当然入ってきますし。稚内に五つ劇団があったという話には本当にびっくりしました。
森
　　
ええ。
村松
　
それぞれ中核都市にはそれなりの市民劇団ってい
うのがあって、今も活動している こもあるでしょうけど、何となくそういうもの 記録がどんどん失われていくという感じは否め 。そういうわけ 、P
ROBEで何とかそういうものを少しでもフォ
ローできないかと思 いるわけです。特に一号、二号、三号と発刊、発行していくにつれて 何か記録として残してい た という思いが非常に強くなってきたのは間違いないですね。
【活動の記録を残す	
	
～「劇評」 、 「演劇の現場から」を中心に～】
村松
　
二号目からは個人で劇評の小冊子を出している松
井さんに寄稿をお願いして ます。加藤さんの劇評と二つ、 これらは札幌中心になってしま ますけれども、一年間でお書きになった劇評を再編集 ただ掲載しています。それから「演劇の現場から」も 第
二号から始まりましたね。
大林
　
そうですね。具体的にどういう話をしたかはもう
覚えていないですけど、たぶん一号で座談会に参加してくださった方々と関わりができたことと、あとは、劇評だけではなくって、その当時割と地域から発信する新しいプロジェクトみたいなものが活発になっていた時期なので、小さ 劇場が新たに何か新しいことをやるというようなこととか、国際的に交流するとか、いろんな形で活動が多様化しているような印象があったので、それを毎年少しまとめておいたら良いんじゃないかと思った記憶があります。
村松
　「演劇の現場から」は、お忙しい方々にお願いし
ていますので、原稿が落ちたりすることもあり すけれども、一〇年に渡 て地道にやっていると これも資料としては ごく価値がある と思っ ます。札幌近郊が中心に ってしまいますけど、執筆者のその時々の思いみたいなことも書い くださっていますし。先ほど言ったように劇評をお二方に書いていだいて、この「演劇の現場から」は、劇評を補完する役割があるかなと。去年か
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らは「TG
R（注：The
a
ter
 G
o
 Round
札幌劇場祭） 」や「札幌演劇シーズン」という札幌の演劇の動きを、前々から取り上げなければと思っていたのですが、寄稿していただけるようになって喜んでいます。そういう意味では、ページ数は多くないですけど、 地道に毎年重ねていくと、 良い資料 るんじゃないかなと思っています。割と今 そういう記録としての重要性みたいな感じを重視した誌面構成になってきているかな
【研究の発表の場として】村松
　
大林先生、P
ROBEを立ち上げたとき、研究
部門での一つの役割みた な、 研究発表の場み いな、そういう思いはありましたか？

大林
　
研究の発表の場としては、まず一つはこのプロ
ジェクトが「教育にいかに演劇の実践が活かせるか」というような趣旨 始まってい す で、一つは教育っていう役割も仕事として配置しながらも 実際に若い人たちにどのように演劇を体験しながら学ん もらおうかみた なことが中心 なってい わけですよね、活動としては。
村松
　
はい。
　
大林
　
冊子を作ったきっかけも、そ プロジェクトの報
告書という役割も大きく担っております で、その意味では研究上演の役割とか、ポル 研究施設で行っていた実践的な教育の効果を毎年検証する うような役割も担わせたいと。だいたい村松先生 お願
いしていた原稿が主となると思うんですけれども （注：舞台芸術の記録） 。
村松
　
そうですね。
大林
　
あとは、一号、二号の時に意識していたのは、短
大で舞台芸術系ができてまだ浅かった頃だったの 、短大 の教育活動、演劇を介した教育活動の既に前例となるような他大学の活動についても情報交換もしていければということでした。これは私が個人的に知りたいと思ったことでもありましたが、書いて貰うこによって本学にも活かせるようなヒントがないか と思ったりして、道外の大学の先生に原稿 いただいたこともありましたね。
村松
　
そうでしたね。
　
大林
　
大阪芸術大学と桜美林大学の先生方には、それぞ
れの大学での教育活動について報告をお願 たりしました。
　
村松
　
今回改めて見て、創刊号で永田先生から原稿をい
ただいていて 堀田先生の大阪芸術大学の舞台芸術科のバックステージスタッフ教育の話は、 「ああ、こういう感じでやっ いるんだ」 と興味深かった すね。堀田先生は二号にも書いていただいて ます
　
大林
　
そうですね。研究会も一度やっていますね。
　
村松
　
そう見ると、近頃のP
ROBEの対外的な部分
と言うと変ですけど、随分弱くなっ るなぁうことを痛切に感じます。二号では、高橋克依氏の「烈
れつれっぷ
々布素人芝居と三人の男たち」 、三号の大貫隆史氏
の「演劇をよぶひと、みるひと、つくるひと
　
道東都
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市釧路の隠れたネットワーク」を書いて貰いましたよね。
森
　　
ああ、そうだね。
村松
　
論文とまで行かなくても、かつて何かあったこと
を調べたことの〝発表の場〟としての冊子の役割が随分弱くなってきたなと反省はあります。
【予算削減】大林
　
それは一つ大きな理由もありましたよね。三号ま
でと違って、四号以降はすこし状況が変わっていきました。学内での予算配分が変わって、研究プロジェクトの予算も削減の方向へ。結果、段々 冊子にかけられるだけの予算が大幅に削られてしま た時期がちょうど、
田
　
四号から五号にかけての頃ですね。
大林
　
ええ。それで、原稿が依頼できそうな人は だい
たんですけ もう依頼しても載せられ いし ページ数大幅削減の中でじゃあ何を残すかという時に やはり大事なのは札幌とか北海道内のことを発信する方が後々重要かなと思ったんですね。道外 話題は他でも聞けた 読めたりするん すが、 外 人に っては、なかなか北海道内の状況を知る機会がない で、まずそこ 重要だと思いました。結果、道外から 寄稿や論考のような部分は掲載が難しくなって。
　
村松
　
一番多かったのは第二号で一七六ページ。
田
　　
すごいですね。
大林
　
気合入りましたね。
森
　　
入っていましたねー。
大林
　
これはいけるって思った。 （笑い）
村松
　
で、第四号は一一二ページだったんですけど、第
五号から六四ページ。実質半減ですよね。
平井
　
そうだね。
村松
　
なかなかやはりそういう予算の側面で苦しくて。
この傾向が改善する兆しはあまりないですね。それでも、なかなか難しい側面はありますけど、道内のもう忘れられているようなものを調べている人に何か簡単に書いてもらうというようなこと やりたいなと思います。そ は、道内の無く っていく市民劇団みたいなこと も繋がっ くのかもしれないですけども。
森
　　
うん。
　
130#&　ୈ ߸
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村松
　
函館の歌舞伎の話だとか、篠路歌舞伎とか、今ま
で一度も触れてないですし。もう埋もれかけつつあるようなものをもう一度記録として残しておきたいなという思いもあります。やりたいことはいろいろあるんですけど、やはりページ数を減らさざるをえなくて、大きな特集一つ載せたらそれで終わりみたいな感じにはなりま ね。ちょっと残念と言えば残念です。
大林
　
何か当初は購読料なり、料金をつけて出せない
かっていうのも少し考えた はしたことがあったんですけど。
田
　　
そうだったの。
大林
　
原稿もだんだんと電子化する状況を見ながら、様
子を見ているうちにタイミングを逃したっていう感じはありましたね。割と京都とか大阪 東京なんかの演劇研究拠点になっている大学なんかはだ い販売形式で雑誌を出し ます それもな なかやはり予算がなくて続かない。一〇号までとか八号までとかってなっちゃうんですけど。それでも、
　
そういう方向に
しないとちょっと、中身を充実させるには厳しい なという感じですよね。
　
村松
　
なんとかこう繋いできているP
ROBEですけ
れども、ずっと表紙は森井先生（北翔大学芸術学科）にお願いしていて。毎回学生の舞台写真を使 素敵なものをつくっていただいていま 。
研究活動報告、 今改めて一覧表で見てみて思うのは、
近頃高校の先生に書 もらっていないですね。ワークショップ （注：さ ぽろ高校生演劇合同ワークショッ
プ）は続けているんですけど。一〇年たつと、 やはり、今転換期なのかなという感じもします。
【藤原得代先生の追悼号】村松
　
一〇年たつと、ということでは、やはり藤原得代
先生が亡くなったこと、追悼号を出したこと、…第五号になりますね。もうあれから五年たつんだなぁと。…あの時はすご 体調の悪い中で、定期公演のメイクをしていただいて、本当に具合が悪そうで…控室で。
田
　　
そう。本当に横になりながら メイクを指示して
くださって。
　
村松
　「もう先生、無理しないで下さい」と言ったので
すけど、最後までやってくださった。
　
森
　　
直後だったかい？
村松
　
そうです、そうです ほんとにもうほぼ…
森
　　
定期公演終わ て直ぐだ。
田
　　
終わって ぐ亡くなったという感じでしたね。
村松
　
やっぱり良い方だったなぁ。
【P
R
OB
E
の今後】
村松
　
現在、ポルト研究の方も変 りそうで、大きな一
本の研究を立ち上げて、外部資金の獲得もめざしつつ研究員を募集することになりそうなんです。ただ、舞台芸術研究グループは研究授業をやっているので、何らかの形で存続させてもらおうと思っている でが、最悪、ポルトは自由に使えるが予算ゼロと う形になる可能性も高いのです。そうなっても、個人研究
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費を使ってでもP
ROBEは出そうとは思っていま
す。本当に一〇号まで続くとこれはひとつの財産なので、この形で協力してくださる方々がいる以上は続けていこうと思っています。二〇年ぐらい続いたら、資料としてはそれなりの価値はあるだろうと思っています。やはり どう記録を残 いくかという部分を考えています。現実的に個人研究費で出すとい ことを考えると、五二ページ、これ、第八号の時の一番少ないページ数ですけど、この五二ページから六四ページっていうのが 個人研究 で んとか出せるページ数になります。郵送費もありますからね。だから、このぐらいの中でどう う誌面づくり し くかということが今後の課題になっ くと考えています。
この前、平井先生と森先生とで斜里に行って、ゆめ
ホール、いま平井先生がホールの研究 森先生を受け継ぐっていうわけじゃな けど、そう う研究 …。
平井
　
そうですね。まちづくりと公共ホールの運営等と
いうのをセットでやっているようなところを紹介していければということでやっています。ただ、平成一ケタとか一〇年過ぎぐらいに
建ったホールがほとんどなので、やはり、地道に活動してきて立派な実績を残しているところについても、今、世代交代の時期 確実に来ている。そこら辺は本当にどこも苦労していて、ここを乗り切って新たな活動ができるかどうかというところがひとつのポイントになってくるんだろうなと思っています。パイオニアの人たち もう定年退職されるような時期になってきていますので、先ほどの札幌、北海道の地方都市の劇団が代替わりし 継続性を保つこ が難し というようなこととも関連してく と思います。
村松
　
サンライズホール（注：士別市）も斜里（注：ゆ
めホール知床）もうまくいっている例と 記憶にあるけど、 やはり一〇年という月日は短いようで長く 、今回斜里に行ってみると、世代交代が課題だ いう話だったね。
平井
　
一七年経っているそうですね、斜里の建物。
村松
　
結局うまく世代交代してない感じがやはりあっ
て、この舞台芸術研究グ ープが今後、そのあたりどういうふうに繋いでいけるかが一つの研究テーマもしくは実践というか、 ただ記録するだけではなく 、もう一歩進んでそういうネットワークを くってみたりだとか、情報交換してみたりとい ことが必要かなと思う。最初第二号 やったようなシンポジウム、これは割と札幌の人ばかりだったです こういうのの必要性とか、道東のネットワークは今ど っいるのか、だ か、それから、…平井先生のほうが詳しいかな、あの、深川周辺に あったよね。
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平井
　
そうですね。詳しくは知らないのですが、一度お
話を伺いたいですね。
村松
　
深川と滝川、岩見沢？
　
平井
　
あと、砂川、美唄、奈井江、新十津川と富良野だっ
たと思います
※※
。
※※空知ホール協議会。深川市文化ホールみ・らい（深川市） 、空
知文化工房（滝川市） 、砂川市地域交流センターゆう（砂川市） 、美唄市民会館 美唄 HAMANASU
　
ART （岩見沢市） 、
奈井江町文化ホール （奈井江町） 、 ゆめりあホール （新十津川町） 、ふらの演劇工房（富良野市）が参加。二〇一六年三月一二日～一三日にかけて、 「第五回
　
そらち演劇フェスティバルin美
唄」が協議会主催で行われる。
村松
　
そういうネットワークを組んでやっている、その
辺のところと何 もうちょっとこう 何かできないかなと思っていて。この前、 斜里に話を聞きにいった時、ホール間同士のネットワークって、
平井
　
あるみたいですね。
村松
　「東京からこういう劇団をうちで呼ぶけど、おた
くはどう？」みたいな情報交換はやるみたいだけど、その、実際運営はどう のか か、ど し ら今後世代交代していけるのかとか、もっと何かやれな のかとか、 ういうようなこ に関してはまだそこまでいっている感じは…。
平井
　
森先生のほうがお詳しいと思うんですけど、北海
道に演劇を呼んで るってこと自体がいま難しくなっているようなので それを共同でやると うようなネットワークは、 漢
はた
さん（注：現あさひサンライズホー
ル館長）が代表ですけれども これは二〇年近く継続している「シアターネットかんげき」があります。そ
こではホールに携わっている意識の高い人たちの緩やかなネットワークはあるようです。
　
森
　　
結局、 一〇年前くらいまでは、 演鑑活動も結構あっ
たので、劇団 いわゆる手をあげて、特に新劇の流れの劇団はそうでしたけど、北海道ツアーを組めたわけですよ。ところが、演鑑活動のいきづまりは観る人たちが、本当 意味で、創造活動 積極的に参加してない、というか、受け身だっ 面もあると思うの
東京から面白い劇がきて、 「あぁよかったねー、パ
チパチパチ」で終わってしまって る。劇団にし みれば、自分たち ツアーを組ん やろうとす 、もう北海道はペイしないわけですよ。それこそ二か月間くらいに三〇ステージ 四〇ステージ過密スケジュールでないとペイしない、北海道は広いから。それで、そこそこしか入らなければ、うまくいってトントン、ひょっとすると赤字。だから結局作品 中で、例えば役の一人、二人を削って、スタッフも削っていくっていうことをしたりすると、それもやっぱり創造活動に関わってくる。地元の中でも こ だけ厳しい経済状況になってくると 地元の劇団で芝居を るというのは、余程のエネルギーを持たないとできなく ってきている。結果、特にアマチュア劇団は もうできなくなってきている。という、いくつかの ろいろ 状況が、今の北海道の演劇状況 つくって る 思うんすよね。道外の劇団にし み 「青森までは るだけど北海道に渡ったら、もう相当の覚悟 しない限りちょっと行けな ね」と のが現状なんだ 思う
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んですよ。だからそういうことが五年、七年続くと、もう本当に道民たちが芝居の醍醐味を味わうということから遠ざかっているとい のが現状でないかな 、僕は思っていて。
村松
　
今の話にも関連するのかもしれないですけど、あ
る意味、やはり今札幌の演劇状況はすごいと思われていると思うんですね。全国的にも札幌の演劇 すごいと、たぶん。例えばTG
R。一一月の一ヵ月間で、
四〇劇団くらいが公演し る 東京と比較しても仕方ないけど。その期間 、エントリーさせて賞を出したり、それから韓国からきた だとか、 外 もTG
Rにわざわざ来て公演するというかたちになっ
てきていると思う。毎年一一月のその一ヶ月間の札幌の演劇というのはある意味、外からみれば盛り上がっていると言えると思うんです。
大林
　
TG
Rは何年からでしたっけ？
村松
　
二〇〇六年からやっているけど（注：賞を出し始
めた） 、盛り上がって来たのはこの五、 六年 いうイメージだね。
大林
　
いなくなった後だ。ちょうど入れ替わり。
村松
　
そう、そう。それから札幌で、札幌演劇シーズン
というのをやっていて、これは二月と八月にエントリーして選ばれた劇団が公演を行うんです。今年の二月は、五劇団が、一〇ステージぐらいずつ公演します。
札幌はそんな感じですけど、地方のいわゆる市民劇
団の勢いが落ち きている印象 ある。
結局、人口の多いところと少ないところ 格差みた
いなものが、北海道の中、演劇においてもある気がするんです。ですから、やはり大学で演劇の教育、研究を行っているなら 大学がハブみたいな存在としてうまく地方とのネットワークを組 つつ支援するところは支援し、情報交換 るところ 情報交換し、様々なノウハウを共有しあえるような役割ができればいなと思います。
　
大林
　
その、地方の公共施設と交流して、学生連れて
行って芝居をするというこ はやったこと ありますよね、何回かは。あのニセコ か
田
　　
ニセコでやった老船長（注：有島武郎作「老船長
の幻覚」 有島記念館） 。
大林
　
あとは砂川とかは？
村松
　
砂川で公演そのものはやっていない。小学生対象
のワークショップはやっているけど
大林
　
何かやっているイメージがありましたけど、 樽
で公演したとか…
　
村松
　
岳人（注：卒業生）がね、やっている。
田
　　
一人芝居。
大林
　
市川（注：卒業生）が室蘭でやったり。
森
　　
そう、そう。
　
大林
　
そういうふうに地方に出ている印象を私は持 て
いたんですけど。
　
村松
　
いや、あれはたまたまやっただけなので。そうい
う意味では、地方のホールに就職している卒業生と上手く繋がって、 指定管理者制度 問題もあ けど、 ネットワークがうまく出来ればいいかなぁなん 思ってい
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るんですけどね。
　
田
　　
前から話が出ていますけど、うちの劇団が地方に
行って公演するというのもひとつですよね。
　
村松
　
フットワークも含め 考えなきゃならないことも
あるけど、そんなふうにうまく交流できるといいですよね。先ほど話題にした金田一さんの文章にも書いてありましたが、一九七六年の劇団さっぽろの学校公演が一一六日間で一八六ステージ。
森
　　
今はもう、ほとんどないですね。米倉さんが「父
帰る」と「二十二夜待ち」で、二〇一三年に道内公演を行った時、学校公演四校ある で よ 去年は北星女子（注：私立高校）とあと一校 やるはずだったのが、両方ともだめになったん すよ。だから、いま学校で演劇 観せるというのは、劇団四季の四季劇場に行って生徒に芝居を観せるというの 何 かくらいですよね。しかもそれは学校単位で と二年に一辺、三年に一辺。劇団四季だって決して安いわけではないじゃないですか、だから、その学校の、生徒の文化鑑賞費みたいな費用だとか、それから PTAだ か、いわゆる文化活動に関わるような費用を外部団体 ら援助してもらわない限りな なかできないわけ すだから、本当の意味で演劇に 若い時代に触れる層っていうのが、実はもう本当 少なくなっているというのが、僕はなんかこ ところの実感 ね。
【P
R
OB
E
への思い】
　
村松
　
P
ROBEが今号で一〇号ということで、記念
すべき号です。本当に最初の三号までは「すごかったな」と思いますが、予算も限られていますので、細々とはなっていくんですが、続けていこうと思っています。やはり今まで続けてきている、最低限の記録的な要素というのは今後も続けていきたいと思うし、それから、ここ ちょっと無理し でもなんとか座談会生の声を拾っていくみた なことも、やっていきたと思っています。あと 夢のような話 すが、全道的なネットワークのハブ機能を持つことが、P
ROBE
というより舞台芸術研究グループ 一つの目標 なるのかなと思います。 何かそういうよう を通して演劇というものに少しでもお役に立 れば…、そんな感じを思っているところで
最後にみなさん、P
ROBEに対する思いみたい
な…。では、平井先生から。
　
平井
　
そうですね。 今号から公共ホールを訪問した時の、
旅日記じゃないですけど、寄稿し こう 考えています。道内の公共ホールで一般向けだけじゃなく、子供たちにも何かを観せよう うなことを地道にやっているところもあるので、そ いったところを紹介しつつ、 顔見知りに り何かできるこ があればな、というふうには考えているところ す。
村松
　
やはり、ノウハウの断絶というのが一番危機的な
ので、 ともかく「言ってくださればお手伝いしますよ」というスタンスは取れるようにしておきたい 思すね。
平井
　
そうですよね。だいたい一〇年、一五年たって皆
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さんが歳をとって、 「今後どうしたらいい」という感じが今あるような気がするので、そのへんで大学としてお役に立てることができればと思います。森先生のおっしゃってい かたちで、舞台芸術文化そのものが北海道で先細 いうことになると、これはこれで問題だと思いますので、小さなことでも いですので、なにかできれば いかなと。
森
　　
僕もやっぱり学校教育、地域でどうしたら演劇活
動を活発化 きる 、その、や 側も、観る側も何か生き生きするよう 、小さなところ らやり い。このところ何回か僕、地方の公共団体から「演劇教室みたいなこと やってくれ」という依頼 あって 先ほど稚内 話をしましたけど、そういう機会をつかまえながら「具体的に演劇をこうやっ 創ると楽しいよ」 、「芝居ってこうもできるし、ああもできるし、こんな風にもできるんだ」という面白さみたいなものを理解してもらって、そ ため は僕も演劇公演をす だけじゃなくって、学校からバックアップしてもらって、「こういうふうにやることも可能なんじゃない？」ということを地道にやってくしかないかなと思っています。ここ一、 二年はその突破口をいくつか開こうかなと思っていて、それをP
ROBEに報告しながらま
た広げて くという活動をちょっとやりた なというふうに思っています。

田
　　
九号まで地道にきましたので、ポルトの予算の関
係もあると思いますが、やはりこれを出すことで一年のやってきたこ の報告、それから北海道の演劇の記
録を残すという意味ではすごく重要なものなので、続けていく価値のある冊子だなと思っています。ただ、P
ROBEと関係がないかもしれませんが、演劇を
観るということに関して、うちの学生も然りですけど、自分たちのやるときにはいいけれども、先輩たちがやっている時とか、B
－
S
t
ag
e（注：ポルト
の卒業生向けワークショップに参加している卒業生たちの劇団）がやっている時とか、 何か無関心ですよね。こう、観に来ないというか。せっかく舞台芸術としてずーっとやって来 のに、なん なく未だに、伝わっていない？一〇年になるのに、まだちょっと確立してないのかなという気が最近し る ですよね。だからP
ROBEがあるとしても学生たちがこの存
在を知っ いるのかなという気持ちも ょっ していますね。なので、 のP
ROBEが北海道で発行さ
れている意味ということプラス舞台芸術の一〇周年いうか、こういうや きたもの 伝わるようなものになっていければと…一般の劇団もそうですけど、うちの学生たちの成長っていうのかな、そうい …。うちを卒業してから劇団立
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ち上げている学生もいますし、演劇活動をしに東京に出ている学生もいるわけですから、そのようなこともゆくゆくはP
ROBEにも載せられたらいいですね。
村松
　
そうですね。今日は、P
ROBEについて語っ
ていますが、北翔舞台芸術は北翔舞台芸術で問題山積みで色々…。もう始まってから一二年、来年度から一三年目ということで、考えなきゃならないことが山のようにあり よね。
　
森
　　
そうですねぇ…
村松
　
それはそれで別の機会に座談会でもして。 （笑）
では、大林先生。
　
大林
　
はい。私は五号までで、あとを村松先生に託して
いったわけですけど、冒頭一、 二号のころはやはり皆さんに「書いてください、書いてください」と言ってお願 し ときに、 「もう忙しいのに原稿書いる暇ない」という中 無理矢理お願 していた で、やっぱりちょっとこう負担をかけているんだろうな思って心苦しかったんです。私自身はやっ てとても勉強になることもあったし 面白 ったので最初の三号まではかな 気合い入れてやらせていただき した。その疲れが出 四号はちょっと一回お休 したんですけど…。それで六号以後は、私が なくなったら負担も大きいし、もしか たら無くなるかもしれないなと、ちょっと寂しさもあったのですが、それもしかたがないなと思っていました。で 今日、改めて話を聞かせていただいて、継続していただ 経緯なども伺って、この冊子の意義と うか役割 うか そ
れなりにつくった意味があったのかなと、改めて感じたのでとてもありがたかったです。それからもう一つは、東京に行ってもう五年ですが、今年の春にちょっとしたサプライズが ました。明治出身の卒業生でブログに劇評を書いている方がいるの が、彼女が「北海道からこのP
ROBE
 を送って頂いているんで
すけど大林先生なにか関係あるんです 」と声をかけてくださって。話を聞いてみると松井さんが知り合いで、 「 『三冊あるからあげますよ』ということで送られてきた」と言っていたんです。九号に私も原稿書かせていただいていたので、 目にとまったのだ 思いま 。ひょんなことで意外なところでP
ROBEに再会し
たということがあって、やっぱり形 し おく 色々なところに巡って 手に渡 くんだなと実感しました。今後も楽しみにしておりますので ぜひとも続けていただければと。
村松
　
はい。これはもう続けようと思ってはいます。た
だ、先ほども言ったよ にいろいろあ 、舞台芸術研究グループそのものはゼロ予算 も残し 、限られた予算ではあるんですけど、続け こうと思っています。
今日はP
ROBE一〇号ということで、記念して
の座談会でした。色々と貴重なご意見ありがとうございました。
